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序 

聖ァレ キセィ 寺院 —— 。 世俗に 聖堂と 呼ばれて いる、 

この ニコライ 堂 そっくりな 天主教の 大 伽藍が、 雑木林 

に 囲まれた 東京の 西郊 I の 丘 地に、 R 大学の 時計 塔と 

そそ あけ 

高さ を 競って 聳り 立って いるの を ：：： 。 そして、 暁の 

七 時と 夕の 四時に 噴 嘵 と 響き渡る、 あの 音楽 的な 

かねのね 

鐘声 も、 たぶん 読者 諸君 は 聴かれた ことに 思う。 

ところで、 物語 を 始める に 先立って、 寺院の 縁起 を 

搔ぃ 摘んで 述べて おく ことにしよう。 —— 一 九 二 〇 年 

十月 極東 白衛 軍の 総帥 ァタ マン • アブ ラモ ー フ 将軍が、 



ロマノフ 朝 最後の 皇太子に 永遠の 記憶 を 捧げた ものが、 

この とてつもない 阿呆 宮 だった。 そして、 一九二 二 年 

十一月 までが、 絢爛たる 主教の 法服と 煩瑣な 儀式に 守 

られた 神聖な 二 年間で、 その 間 はこの 聖堂から 秘密の 

指令が 発せられる ごとに、 建設 途上に ある モスク ヴァ 

の 神経 をビ リツと させる 白い 恐怖が、 社会 主 義 連邦 の 

どこかに 現われる のであった。 ところが 事態 は 急転し 

て、 日本軍の 沿海州 撤退 を 転機に 極東 白 系の 没落が 始 

またた 

まり、 瞬く間に 白露 窮民の 無料 宿泊所と 化した ので 

あるが、 一 時 は 堂に 溢れた 亡命者 達 も、 やがて 日本 を 

一人 去り 二人 去りして、 ^在で は 堂守の ラザレフ 親 娘 



ある。 (読者 は 次 頁の 図 を 参考と しつつ お読み 願いた 

い。) 

推理の 深さと 超人的な 想像力に よって、 不世出の 名 

を唱 われた 前 捜査 局長、 現在で は 全国 屈指の 刑事 弁護 

のりみ ず りんたろう これまで 

士 である 法 水 麟太郎 は、 従来の 例 だと、 捜査当局が 散々 

持て余した 末に 登場す るの が 常で あるが、 この 事件に 



すく あえ 

型 は 竦んだ ように 静止して、 しばらく は 荒い 呼吸の 喘 

ぎが 聴え ていたが、 やがて、 つかつか 前に 進み 寄って 

きた。 まず、 身長 三尺 五寸 程と 思われる 小児の 姿が 法 

水の 眼に 映った ので あるが、 なんと 意外な ことに は、 

バ ス うな 

次の 瞬間 幅広い 低音が 唸り 出した。 

「へい、 私 は ヤロフ. ァヴ ラモヴ イッチ. ルキ ー ン。」 

露西亜 人 だ —— いやに 落つ き 払って いと も 流暢な 日本 

語で、 「舞台の 名 は 一 寸 法師 〔# 底本で は 「 一 寸法 帥」 

と 誤記〕 の マ シコフ と 云う、 寄席の 軽業 芸人なん で。」 

こびと 

「ああ、 侏儒の マシコ フ！？ 〔# 「！ ？」 は 一 文字、 

面 区点 番号 1-8-78〕」 法 水に は、 かって 彼 を 高座で 見た 



の だね。 僕 は 地方裁判所の 検事なん だが。」 

「実は、 飛んだ 罪な 悪戯 をした 奴が おりまして な。」 不 

意 を 喰って 愕然と 振 向いた 態の ままで、 ルキ— ンは 

割合 平然と 答えた。 

「皇帝への 忠誠 一筋で、 うつかり 偽電 報 を 信用した ば 

かりに、 あたらの 初夜 を 棒に振って しまいました よ。」 

「初夜！？ 〔# 「！ ？」 は 一 文字、 面 区点 番号 1-8-78〕」 

そそ 

検事 は 唆られ 気味に 問い返した。 

「さよう、 不具者の 花嫁 は、 ここの 堂守 ラザレフの 姉 

娘ジ ナイ ー ダ なのです。 無論 われわれに は 式なん ぞぁ 

りません が、 いよいよ 最初の 夜が 始まろうと 云う 矢先 



でした。 かれこれ 十一 時 頃だった でしよう か、 皮肉な 

ことに、 突然 同志から 電報が 舞い込ん できて、 二 時 ま 

で に 豪 徳寺駅 付近の 脳 病院 裏 へ 来い II と 云います。 

しかし、 結局 私に は、 寝室の 歓楽よりも 同志の 制裁の 

方が 怖ろ しかった のです。 それで、 厭々 出掛けました 

よ。」 

とが 

「同志と は？」 検事 は 職掌 柄 聴き 咎めた。 

「新しい 白 系の 政治結社です。 それに、 レポと しての 

私の 体 に は、 先天的に 完全な 隠 身 術が 恵まれて います。 

おおびら 

これ は 公然に 申し上げても よい ことでしょう。」 ルキ ー 

ごうぜん そ 

ンは 傲然と 志士 気取りに 反り返った。 「何しろ、 お 国 



の ある 方面から 非常な 援助 を 頂 いている のです からな 

ァ。 怖ろ しいの は GPU の 間諜 網 だけです よ。」 

「なるほど、 トロッキ ー が 驢馬の 脳髄と 云った だけの 

こと は あるね。」 法 水が 皮肉に 笑う と、 ルキ ー ンは 

ちょっと 厭な 顔 をした が、 先 を 続けた。 

「ところが どうでしょう。 霎の 中に 二 時間 余り 曝され 

ていても、 脳 病院の 裏に は 人っ子 一人 来ない のです。 

そこで 始めて、 あの 電報が、 私の 幸福 を 嫉んだ 悪党の 

仕業だった と 云う ことが 判りました。 そして、 歩いて 

帰る より ほかに 方法が なくな つ てし ま つたので す。」 

「しかし、 君 はそんな に 疲れて いる 癖に、 現在 僕の 前 



報で 釣り出されて います。」 

「行こう」 検事 はた まりかね て 叫んだ。 「なるほど、 

からす とび 

鵜ゃ鳶 ぐらいで は、 あの 鐘 はビク ともしない ぜ。」 

こびと た か 

不思議な 侏儒 ルキ ー ンの 出現 は、 それまで 多寡 を 

括って いた、 法 水の 鐘声に 対する 観念 を 一変 させた。 

そして 彼 は、 凄惨な 雰囲気の 中に、 一 歩 踏み入れ たよ 

うな 気がした。 …少なくとも、 鐘声と 一 寸 法師 〔# 底 

本で は 二 寸法 帥」 と 誤記〕 とが 偶然の 逢着で さえな 

ければ、 因果関係の 結論と して、 いかなる 形体に せよ、 

聖堂の 中へ 残された ものがなければ ならない。 凍った 

地面が バリ バリ 砕けて、 下の 雪 水が 容赦な く はね か 



おとがい 

頤 を 流血の 中に 埋めて いる。 

「ああ、 ラザレフ —— 〔# 「 —— 」 は 一 文字、 面 区点 

番号 1-8-75〕」 ルキ ー ンはガ クッと 両膝を 折って、 胸に 

十字 を 切った。 「フリス チ アン .ィ サゴヴ イッチ • ラザ 

レフが …… 」 

二 

「絶命して いるの かい？」 検事が 片膝 をつ くと、 法 水 

は 屍体の 左手 を トンと 落して、 

r ゥン、 咽喉 を やられ たんだ。 兇器が 屍体 付近に ない 



返そうと した 時、 階段 を 上る 跫音 〔# 底本 は 「(あし あ 

と)」 と 誤記〕 が 聞え たのであった。 しかしもう その 時 

に は、 塔の 上層に 黎明が 始まって いて、 鐘 群の 輪郭が 

暈つ と 朧気に 現われて 来た。 

「上の 小 鐘 は 暗くて 判らん が、 下に ある 大鐘 だけ は 二 

つ 見える。」 警察 医が 屍体 を 検案して いる 方に は 見向 

きもせ ず、 法 水 は 仰向いて 独語した。 「床から 円 1 盖の 

頂点まで が 五 来 ぐらい か、 それから 鐘まで も 同じぐ 

らい あるだろう。」 

「そうです。」 ルキ— ンが 合槌を 打った。 「鐘 は 全部 尖 

塔の 頂に ある 窪みの 中に 隠れて いて、 大 鐘の 裾が 塔の 



るので す ぞ。， - 

それにい ちいち 点頭きながら、 法 水 は 屍体の 不自然 

かたち ねまき 

な 形状 を 凝 然と 見下して いる。 屍体 は 寝 衣の 上に 茶色 

の 外套 を 羽織り、 腰 を 奇妙に 鉢 立てて しゃがんだ 恰好 

のま ま 上半身 を 俯伏して いるが、 両手 は 水牛の 角の よ 

うな 形で 前方に 投げ出し、 指 は 全部 鉤 形に 屈曲して い 

る。 その 傷口の 下が、 流れ出した 血で 湖水の ような 溜 

リだ。 が、 それに は、 周囲の 床から 扉の 内側に かけて 

ひまつ 

わずかな 飛沫が 飛び散って いるの みのこと で、 どこに 

も 乱れた 個所がない。 無論 それによ つて、 格闘の 跡 は 

愚か、 死体が 剌 された 以後に 動いた 形跡の ない こと ま 



妙に 頸動脈 を 避けて、 たった 一 突き だぜ。 それが また、 

この 奇妙な 鋅立 腰に ぶっかる と、 一 体 犯人が どんな 姿 

勢で 突いた の だか 9 —— すっかり 判ら なくなって しま 

うの だよ。 それから、 顔面が 無残な 苦痛で 引ん 歪んで 

いる にもかかわらず、 たとえ 十数 秒の 間で も 床上 を輾 

転 反側した 跡がない。 無論 手足に 痙攣ら しい ものが 見 

える けれども、 それに は 明確に 表出がない の だ。 する 

はぜ くら 

と 支 倉 君、 君 はこれ を 見て どう 思う ね？」 

検事 は 答えられなかった が、 法 水が いちいち 指摘す 

る 屍体の 不可解な 点に、 早く もこの 事件の 底 深い 神秘 

が 現われて いるよう に 思った。 法 水 は それから 屍体の 



両腕に 視線 を 落し、 それ を 交互に 握んで、 何 か 比較す 

る ものが あったら しかった が、 続いて 両眼 を 詳しく 調 

ベて、 

「溢血 点が あるな。」 と 眩く と、 今度 は 屍体 を 仰向けに 

した。 すると、 股下の 辺りから —— ちょうど 閾 から 

しんち ゆうせい 

一 寸程 下った 所に 当る の だが II 真鍮 製の 手燭が 現 

われた。 それ は、 直径 五寸 ばかりの 鉢 型 をした もので、 

堆 状の 火山 型 をした 残 蠟が鉄 芯の 受金を 火口 底の よう 

にして 盛り 上って いる。 そして、 その 間から 百 目蠟燭 

にも 使えそう な 太い 鉄 芯が、 真黒に 燻 つて ニョ ツキ 

リ 突き出て いて、 燃え 尽きた 芯が その 裾の 方で 横倒し 



て 戻って きた。 

「実に どうも、 得体が 判ら なくなりまして。 最初 入つ 

た 貴方が た 三人 以外に、 足跡がない のです からな。 

ゆうべ 

昨夜 は 二 時 頃に 降り やんで いるので すから、 凍った 

みぞれ 

霎の 上に ついた ものなら、 われわれで なく とも子 供 

でさえ 判らな けり やなりません。 それから 兇器 は、 裏 

門 側の 会堂から 二十 来 程 離れた 所で、 落ちて いた 

紙鳶を 突き破って いたのです。」 

そう 云って、 警部 は 一 振りの 洋式 短剣 を 突き出した。 

銅製の 鍔から 束に かけて 血痕が 点々 としていて、 ^！賊 

の 甲 型 をした 刃の 部分 は 洗ったら しい。 それが ラザレ 



幅の ある 声で 姉 を 呼び、 少しも 動じた 気色 を 見せない。 

姉の ジ ナイ ー ダは 寝台の 下に ある i 瓶 を 布片で 覆う 

てから、 悠然と 上って 来たが、 二 七、 八になる らしい 

彼女の 神々 しい 美し さに は、 粗服の 中に も聖 ベア トリ 

チェの 俤 があった。 それが、 高い 思索と 數智を 語る 

ものである こと は 云う まで もない が、 全体の 感じ は 妹 

と は 違い 非常に 複雑で、 侵し 難い 厳 かさの 中に も、 脆 

い 神経 的な 鋭 さと、 瞑想め いた 不気味な ものとの 両面 

が 包まれて いるよう に 思われた。 それだけに、 烈 酷な 

実行力 を 認める こと は 出来なかった。 しかし、 これら 

の 特徴 以外に 法 水に 注目され たの は、 ジ ナイ— ダとル 



てられて 参りました。 イリヤ は 父の 手許で、 私 は 年頃 

になって から、 かねての 希望 通り 修道院に …… 。 その 

頃、 父 は キエフの 聖者と 呼ばれて おりました のです 

が、」 しかし ジ ナイ ー ダは、 ピ インと 眉 を はね 上げて 次 

の 言葉に 移った。 

「ところが、 一九二 五 年に いよいよ 私のお りました 僧 

院が 破壊され たので、 当時 巴 里に 移って いた 父の もと 

に 戻らなければ なら なくなりました。 すると、 そこに 

以前と は 似ても つかぬ 父 を 見出した ので ございます。 

ああ、 なんたる 変り 方でしょう！？ 〔# 「！ ？」 は 一 

文字、 面 区点 番号 1-8-78〕 父 はいつ の 間に か、 聖職 



を 捨てて しまって、 聖器類 を 売 払った 金 を 資本に、 

ェ ミグ ラント あぶら 

亡命 人達の 血と 膏を 絞って いるので す。 そして、 無 

論 私達に 対する 態度 も、 昔の 父で は ございません でし 

た。」 

うなず 

「あり 得る ことです。」 法 水 は 重たげ に 頷いた。 「革 

ショック もと 

命の 衝撃です よ。 大戦 後の 性格の 激変で、 それが 因で 

起った 悲劇 は、 かなりな 数に 上って いると 云う 話です 

からね。 で、 その後 は？」 

すぎさ は え 

「それから 父 は、 過去った 日の 栄光 を、 真黒に 汚れた 

は むし 

爪で 剝ぎ※ つて 行きました。 なかに も、 わずかな 金に 

眼が 眩んだ ばかりに、 ニコライ. ニコラエ ウイ ツチ 大 



しょかん 

公の もとで 例の 『ジ イノ ヴィ エフの 書翰』 を 偽造した 

ぐらいで すから。 ですから、 同志と 不和 を 起して 日本 

に 渡った 後 も、 やはり 窮迫した 人達 を 絞った 金で、 こ 

この 堂守の 株 を 買った ので ございます。 サァ、 怨恨の 

心 当りって！？ 〔# 「！？」 は 一文字、 面 区点 番号 1- 

8-78〕 そう 云った 日に は、 東京 中の 白露 人 全部が 嫌 

疑 者に ならなくて はなり ません わ。 あの 貪欲と 高い 利 

息と では、 いくら 勘忍 強い 神様で もお 憎しみに ならず 

に はいられないでしょう。 ですから、 現在の 父 を 見て 

昔の 高い 感情 を 考える と、 私に はどうしても、 それが 

同じ 人間 だと は 思われない のです。」 



具合で、 非常に 一 足 ごとの 間が 遠い のです。 何 か 考え 

ながら 歩いて いるよう でした。」 

「すると、 妙な ことにな りそうで すね。」 そう 云って 法 

水 は 黙考に 沈んだ。 が、 やがて 顔 を 上げた 時には、 顔 

色が 死人 さながらに 蒼 ざめ ていた。 「確か あなた は、 

お 父 さ んの 亡霊が 歩いて いたと 云われる のでしょう。 

です が、 その 一時間 も 前に、 絶命が 医学 的に 証明され 

ている のです よ。」 

まさに、 心臓が 一 時に 凝縮した と 云う 感じだった。 

それより、 一体 どこに 推定の 根拠が あるの か 9 —— 法 

ぐるり 

水の 意外な 言葉に、 周囲の 人々 はいつ せいに 驚かされ 



た。 が、 ジ ナイ ー ダ だけ は 水の ように 静かだった。 

「医学 的に どうこう は、 問題で は ございません。 この 

世界 は、 計り知れない 神秘な 暗号と 象徴に 充 ちている 

のです から。 私 は、 正しく それが 父 だと 信じて おり ま 

す。 しかも、 その 音 は 非常に 明瞭して おりまして、 聴 

き 誤 まる 惧れは 毛頭 もなかった のです。 またたと えそ 

れが、 肉体の 耳で は 聴えぬ 消された 音であった にして 

も、 必ずや 私に は、 異ならない 啓示と なって 現われた 

に 違い ございません。」 

なんたる 厳粛 さであろう！？ 〔# 「！ ？」 は 一 文字- 

面 区点 番号 1-8-78〕 法 水 も それに 酬いる かの よう、 



沈痛な 声音で 応じた。 

「なるほど。 しかし、 ハインリッヒ • ゾイゼ (十三 世 

ドイツ イエス 

紀 独逸の 有名な 神学者) がしば しば 見た 耶蘇の 幻像と 

云う の は、 その 源が 親しく 凝視め ていた 聖画 にあった 

と 云います がね。 それに、 誰 やらこう 云う 言葉 を 云つ 

たじゃありません か。 —— 自分の 心霊 を 一 つの 花園と 

考え、 そこに 主が 歩みた もうと 想像す る こそ 楽しから 

ず や I とね。」 

最後の 一 句が 終らぬ うちに、 ジ ナイ— ダの 総身に 細 

せんどう おのの 

かい 顫動が 戦 いた。 が、 次の 瞬間、 彼女 は カラカラと 

たか わら つ 

哄笑って、 「これ は 驚きました わね。 私 を 犯人に 御 想 



像な さると は 恐縮です わ。 私達が 現在 父から どんな 酷 

い 目にあわされて いようと、 孤児院から 救って くれた 

大恩 を 考えれば、 そんな ことなん でもない ことで すわ- 

この 点 をと くと 御 記憶 下さい まし。 それに、 もう 一 つ 

法 水さん、 永い 間 費って 自然科学が 征服した ものと 云 

うのが、 カバラ 教ゃ 印度の 瑜伽派 の 魔術 だ け に 過ぎな 

いと 云う こと もね …… 」 

法 水 は、 神学との 観念 上の 対立 以外に、 嘲笑 を 浴び 

たような 気がした が、 ジ ナイ ー ダは 相手の 沈黙 を流眄 

に 見て、 いよいよ 冷静に" 語 を 続ける。 

ランプ のぞ 

「で、 ともかく 洋燈を 点して、 靦 こうと 致します と、 



外側から 鍵 を 下した と 見えて、 扉 はビク とも 致し ませ 

ん。 そこで 妹 を 起し ましたが、 二人とも 恐怖の ために、 

梯子 を 上 つ て 洋燈を 消しに 行く こと さえ 出来なかった 

のです。 すると、 そのうち 程なく 鐘が 鳴り 始め まし 

た。」 

「それが 妙なん です わ。」 イリヤが 口 を 挾んだ。 「最初 

にゴ ー ンゴ ー ンと大 鐘が 鳴り 出して、 それから 小 鐘が 

始まった のです から。」 

「エツ、 なんです つて！？ 〔# 「！ ？」 は 一文字、 面 

区点 番号 1-8-78〕」 法 水 は 一 度で 血の気 を 失って しまつ 

た。 ところが、 ジナ \ -— ダもロ を 添えて、 イリヤの 前 



法 水 はふた たび 姉妹の 室に 戻った が、 こうして 鐘の 

性能 いっさい を 知リ尽 してし まう と、 もうこの 上、 鐘 

声の 不思議 を 科学的に 考察す る 余地 はな いと 思った。 

第一 それより、 なにゆえ 鳴らされねば ならなかった 

か 9 が 判ら なくなって しまった。 それが もし 犯人 

だと すれば、 どうして 自分自身の 存在 を 曝け 出す よう 

な 危険 を 冒して まで、 あえてす る 必要が あつたの だろ 

うか？ (それに 安易な 解釈 法 を 当てる と、 鐘が 鳴った 

時、 下の 鐘楼に は 死体の ほか 誰 一人い なかった と 云う 

結論に なって しまう の だ。) しかし 死体に なった はず 

のラザレフが歩ぃてぃたと云ぅジナ^ -1 ダの 言 を 考え 



もので、 芯の 加減 捻子が ある 部分に それが なく、 そこ 

が 普通 型の ものより 遙 かに 大きく 小 大鼓 形 をして いる。 

よろい ど 

そして、 鎧 扉 式に 十数 条の縦 窓が 開く ようにな つてい 

て、 そこから 外気が 入る と、 上方の 熱い 空気との 間に 

気流が 起って、 それが 中央の 筒に ある 弁 を 押して 回転 

させ、 徐々 に 芯 を 押し出す ので ある。 しかし、 法 水に 

固 唾 を 呑ませた もの は、 この 装置で はなく、 安手の 

ネクタイ 

襟 飾 を 継ぎ合せて 貼って ある、 台の 底だった。 彼が 何 

の 気な しに それ を剝 がして 見る と、 内側の 洋皮 紙に I 

I イワン -ト ドロ イッチより 二 コ ライ • ニコラエ ヴ イツ 

チ 大公に 贈る —— と 認められ てあつた。 それ を 肩 越し 



が、 そう 云い 終る と 同時に、 突然 ジ ナイ ー ダ はかす 

うめき ごえ よろめ 

かな 呻 声 を 発して クラ クラと 蹌踉 いた。 法 水 は危く 

横様に 支えた が、 額から ネット リ した 汗が 筋 を 引いて、 

顔面 は蠟 黄色 を呈 している。 それが なんとなく、 抗争 

する 気力の まったく 尽き果てた —— 犯罪者と して 最も 

惨めな 姿の ように 思われる ので あるが …… ！？ 〔# 

「！ ？」 は 一 文字、 面 区点 番号 1-8-78〕 

脳貧血 を 起した ジ ナイ ー ダを 寝台に 横たえてから、 

法 水 は イリヤ を 伴って 鐘楼に 出た が、 その 時 S 署員が、 

六 時 頃 聖堂と 十五 六 町程隔 つ た 地点で 非常線に 引つ か 

かった と 云う、 三十 がらみ の 露 人 を 同行した 旨 を 伝え 



方 をして、 「姉さん はルキ ー ンが 一番 好きだと 云って 

いるく らいです わ。 ですから、 昨夜 ルキ ー ン との 結婚 

を 拒んだ の も、 私に は 父に 対する 面 当と しか 思われ ま 

せん。 実は 昨夜こう なんです。 —— 父が 姉の 花婿に ル 

キ ー ンを 選んだ の は、 そもそも 一 寸 法師の 貯金が 目 当 

だった からです。 そして、 内々 でかな り 貰って いたら 

しいので すが、 姉に それ を 打ち明け たのが つい 一昨^ 

の 話で、 それから 二日の 間 執拗く 付き纏って、 結婚の 

実行 を 迫る のでした。 けれども、 姉 は 何と 云われても 

一 言 も 口 をき かず、 頑強に 拒み 続けて、 父と 争いな が 

ら 夜に なりました。 すると、 娘の 飜心を 絶望と 見た 父 



程の 血痕 さえ 付着して いない こと。 振 綱に も 期待され 

た 着衣の 繊維が 発見され なかった こと。 それから、 礼 

拝 堂の 聖壇の 下に 間道が 発見され たが、 それに は 使つ 

た 形跡がない ばかりでなく、 途中が まったく 崩壊して 

いて 通行が 絶対に 不可能な 事。 そして 最後に、 指紋の 

ド —„ 5 みぞれ 

無 効果と、 円蓋に は 烈風と 傾斜と で霎の 堆積がない 

こと —— などで、 すべてが 空しかった。 

「鐘 は 曲芸 的ノな 鳴り 方 をす るし、 とうとう 犯人の 脱 

出した 径路が 判ら なくなって しまった。 それに、 短剣 

を 下から 投げ上げ たにした ところで、 五 尺と ない 塔の 

はざま ぷ つ がっか リ 

狭間の どこかに 打衝 かってし まう ぜ。」 検事 は 落胆し 



も、」 と 云い かけて、 法 水 は 俄然 厳粛な 表情に なった。 

「とにかく、 ただ 一 人 虚偽の 陳述 をした と 云う 点 だけ 

でも、 あの 女が 一番 犯人に 近いと 云える ね。」 

熊 城 はび つくりして 叫んだ。 

「冗談 じ やない。 君 は 鍵の こと を 忘れて しまったの 

ゝ _ 

力 」 

とぐち 

「それが さ。 ここの 扉 口 は 回転 窓 もない し、 下に 隙 も 

ない。 けれども、 糸で 鍵 を 操る 術はヴ アン ダインの 『ケ 

ン ネル 殺人事件』 だけで つきち や いないよ。 君、 お 化 

け 結びと 云う 結び 方 を 知って るだろう II 一 方の 糸 は 

喰い 込む 一方 だが、 片方の を 引く と、 ス ルリと 解けて 



が、 現在 知られて いるう ちに はない はず だ ぜ。」 

三 

「冗談 じ やない。 ルキ ー ン 以外に 犯人が ある もんか。」 

熊 城の 声が 思わず 高くな つた。 「死体の 謎 も、 六 , 

と三呎 半の 差 をい かに 除く かによ つ て 解決され るん 

だ。」 

「ホ ホウ、 と 云う と、」 

「それ は、 構内に 足跡がない からだよ。 と 云って、 犯 

人 を 姉妹の 中に 想像す る こと は、 鐘声が 明確な 反証 を 



置 洋燈を 見てから、 ラザレフと ルキ— ン との 間に もつ 

と 深刻な 秘密 —— 、 と 云うよ り、 ルキ— ンが この 老人 

の 致命的な 弱点 を 握って いるので はない か、 と 考えら 

れて 来た。 で、 それと 交換条件に ルキ ー ンはジ ナイ ー 

ダを 求めた のだろう と 思う ね。 しかし、 ジ ナイ ー ダは 

もつ 

頑強に 拒み 続ける ので、 鏈れに 鏈れた 紛争 は 恐らく 夜 

半 を 越えた に違いないの だ。 だから、 ルキ ー ンは 電報 

が き て も 実際 は 行かずに 食堂 の 中に 止って いたの だよ。 

ぬきさし 

ところが、 そうして 抜 差の ならない 窮地に 陥った ラザ 

レフ は、 たちまち 一策 を 案じた の だ。 それ は、 妹の ィ 

リャに 含めて ルキ ー ンに * ませる こと だよ。 あの 女 は 



ね。 鳴らさねば ならない 理由 はこれ で 立派に 判って た 

ことになる。 だから 熊 城 君、 この 事件に は 一人の 犯人 

もない ことにな つてし まう の だよ。」 

「すると、 死体の 謎 はどうな るね？」 

「それ は、 或る 病理 上の 可能性 を 信ずる 以外 にないと 

思う ね。 刃 を 突き立てた 瞬間に、 それまで 健康だった 

脳髄 〔# 底本で は 「脳 随」 と 誤記〕 の 左 半 葉に 溢血し 

て、 自由な 右 半身に 中風 性 麻痺が 起った の だ。 半身 不 

随 者が 絶えず 不意 の 顚倒を 神経 的に 警戒 している の を 

見ても 判る だろう が、 異常な 精神 衝撃 や 肉体に 打撃 を 

うける と、 残り 半 葉に よく 続発 症状が 発する ものなん 



だ。 その 意味で 剖検の 発表が 待 たれて ならない と 云う 

わけさ。」 

「フ ム」 と 頷いた が、 熊 城 は 意地悪 そうに 笑って、 「し 

かし、 それ はむしろ 他殺の 場合に 云う ことだろう。 そ 

れに、 君 は 死体の 奇妙な 鋅立 腰に 注意 を 欠いて いる。 

もっとも、 その 辺 を 曖昧に しなければ、 自殺 だなん て 

荒唐無稽な 説が 成立す る 気遣い はない の だが ね。 しか 

も その 真因が 解る と、 君の 説が 出発して いる 創 道の 方 

向から、 ラザレフの 意志が 消えて しまう の だよ。 とこ 

ろで 何が ああ 云う 形 を 作った かと 云えば、 それ は 一寸 

法師 ルキ ー ン の体軀 なんだ。 II まず ルキ ー ンが 扉の 



ンと 閉塞され るので、 ちょうど 絞殺の ような 具合に 

なって しまった。 無論 解剖に よらなければ、 競合 状態 

になって いる 二つの どっちが 最終の 死因 だか 判らない 

けれど、 とにかく この場合、 出血が 致死量に 達する 以 

前に、 ラザレフが 窒息で 意識 を 失って しまった こと だ 

け は 確実なん だよ。 その 証拠に は 糞尿 を 洩らして いる 

きょう-まく 

し、 鞏膜に 溢血 点が 現われて いる。 そこで 重大な 分 

岐 点になる の は、 最後の 呼吸 —— すなわち 刺される、 

いや 君の 説に よると 刺した 瞬間 前の 呼吸が —— 吐いた 

か 引いた かの いずれに あり やなんだ が、 胸隔を 見る と、 

それが 吐息の 直後に なって いる。 つまり、 それ を 問題 



;、 芯 だけにな つた 時い つたん 消して その後 時間 を隔 

てて 灯した とすると、 あいにく 今度 は 鉄 芯が 冷却して 

いる。 だから、 反対側の 蠟も、 ホンの 僅かな 間 だけ 燃 

える 芯の 下方に 当る 部分の みが 溶けて、 上端の 部分 は 

そのままの 形で 残る か、 少なくとも 蠟膜 ぐらい は 存在 

していなければ ならない。 ところが、 あの 手燭に は、 

鉄 芯が 真黒に 燻って いる だけで、 蠟は 完全に 燃焼して 

しまって る。 すると それが、 ホンの わずかで も 蠟燭の 

形 をした ものが 残って いて、 そのまま 燃え 終った 証拠 

じ やない か。 そして 厭が 応 でも 焼痕が 残らなければ な 

らな いの だ。」 



どうしても、 ジナ \ -1 ダの 云うよう に 死体 を 歩かせ、 

その 手に 振 綱 を 引かさなければ ならな いのだろう 

か！？ 〔# 「！ ？」 は 一文字、 面 区点 番号 1-8-78〕」 

そうして、 鐘声が 単純な 怪奇 現象から 一躍して、 事 

件の 主役 を 演ずる ことにな つた。 熊 城 は 戦慄 を 隠して 

強いて 気勢 を 張リ、 

おき ランプ 

「何に しろ、 動機 は 結局 あの 置洋燈 だろう からね。 僕 

は 当分 この 寺院に 部下 を 張り込ませて おくつ もり だよ- 

チャンス 

そして、 次の 機会に 否応な く ふん 捕まえて や るんだ。 

それ も、 僕 等の 眼に 見えない 橋が あるの だから、 いつ 

かきつ とやって 来る に違いないよ。」 と 云った ものの、 



この 陰惨な 動因に、 イリヤ は 耳 を 覆いたかった であ 

ろう。 閉じた 瞼が 絶え間ない 衝動で 顫えて いた。 法 水 

はやつ と 解放され た 思いで、 説明 を 殺人 方法に 移した。 

「ところが、 驚いた ことに、 姉さんの 犯罪に は その 方 

法と 動機と が、 ちょうど 二重人格 的な 対比 を 示して い 

もうめ いころう 

るので す。 あの 蒙 迷 固陋な 宗教 観に 引き換えて、 犯行 

の 実際に は 真にす ばらしい 科学的な 脳髄が 現われて い 

ます。 それ を 知って、 私 はまった く啞 然として しまい 

ました。 その 二つ を 個々 別々 に 離して 見たら、 誰が 同 

一 人の 仕業 だと 思う でしよう！？ 〔# 「！？」 は 一 文 

字、 面 区点 番号 1-8-78〕 ところで、 犯行 はルキ ー ン 



げた。 

「これから 先 は、 僕の 想像に 従って 申し上げましょう。 

ところで、 その 導体と 云う のが、 何 だと 思います？。 

実に、 大 鐘の 振 錘 を 挾んで、 導体と 置洋燈 上の 間 を 連 

ら ねた 線が、 姉さんの 脳髄から 跳ね出した 火花な ので 

した。 判りません か …… 鉄管の 先端から 始まって、 

みぞれ つらら 

I 英 の 溶 水で 下へ 伸びて 行く 氷柱が それなん です よ。 

しかし、 それ 以前に 一 つの 仕掛 を 用意して おく 必要が 

ありました。 と 云う のが 一 巻の 感光 膜でして、 それ を 

鉄管から 動力 線までの 垂直線より 少し 長め に 切って、 

その 全長に 渉って 直線に 一本 引いた 膠 剤の 上に、 アル 



のではありませんでした。 そうして、 糸 は 鍵穴 を 通過 

し 終って 置 洋燈の 円筒の 中に 巻き 納められ、 と 同時に、 

それまで 糸に 支えられ ていた 鍵の 押 金が 垂直に 下りて、 

それで 犯行の 全部が 完全に 終りました。」 

証明が 終る と 法 水の 顔から 照りが 引いて、 

「どうです！？ 〔# 「！？」 は 一文字、 面 区点 番号 1- 

8-78〕 今度 は 鐘声 を 中心に、 脱出して 行く ルキ ー ン 

の 姿が 描かれて いるでしょう。 もちろん それ は、 姉 さ 

んの仕組んだニ っの不在^^明の 一 つなので す。 外側 か 

ら鍵を 下す 技巧 は 相当 幼稚な ものです が、 鐘声 は その 

神秘 感 ばかりではありません。 幸い 解けた ものの、 さ 



て あれ 程の 計画 を 創作 出来る かと 聴かれたら、 残念な 

がら 否と 答える より ほかにないでしょう。 とにかく 姉 

さん は、 これまで 僕に 挑戦した 犯罪 中 最大の 強敵で し 

たよ。」 

「そうすると、 姉 は 死刑でしょう か。」 イリヤ はとうと 

う 触れて しまったが、 法 水 は 告白 書の 終りの 数 行 を 

折って 示した。 すると、 いきなり 彼女 は 机の 端 をギュ 

と 摑んで 血相 を 変えた。 

「毒！！ 〔# 「！ ！」 は 一 文字、 面 区点 番号 1-8-75〕 

では、 貴方 は 姉に 自殺 を …… 」 

「冗談 じ やない。 怒る の は 僕の 話 を 聴いて からにして 



からです。 真相が 僕 一人 だけの 秘密 だと すれば、 当然 

僕に 裁く 権利が ある はずです からね。」 

その 数 時間 後、 二人の 同乗した 寝 台 車が、 折から 

あかね てんきょう 

茜色の 雪 解 跡 をつ いて B 癲狂院 の 門 を 潜った。 
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